
 

                                           令和５年１２月２５日（月） 

 
                         千曲市立戸倉上山田中学校だより ＮＯ．１1     文責 久保田隆昭 

２学期終了 終業式での校長先生のお話より 
本日で８３日間の長い２学期が終わります。そして、あと１週間

で令和５年も終わり、新しい年を迎えます。 

２学期始業式で「繋がる」ために「何に思いをかけますか？思

いを込めますか？」という話をしました。「準備も含めたつばさ

祭での活動」「総合や行事など学年毎の取り組み」「部活動」そし

て「日々の授業」生徒のみなさん一人ひとりと先生たちがみんな

で力を合わせて一生懸命に１日１日を過ごしてきました。きっと

様々な場面で思いをかけ、思いを込めて取り組んだことでしょ

う。その成果は少しずつみえてくるのだと思います。

 

令和６年を迎えるにあたり、将来に向けて考える１月１日にしてみ

ませんか。将来、自分はどんな仕事につくのでしょうか。 

ある先生に「どのようなときに幸せを感じますか」と聞いたことが

あります。その先生は「仕事は大変だけど、生徒の成長を実感でき

たときには、言葉で表現できないほどの喜びや幸せを感じます。」

と答えてくれました。自分の仕事に真剣に打ち込むと、誰かのため

だけではなく、自分自身も喜びや幸せを感じる事ができるんだな

と思いました。そして、それが最終的に自分を生かすことに繋がる

のではないかと思います。特に３年生のみなさんは受験で苦しい

思いをしている最中ですが、ぜひ将来の自分の仕事を思い浮かべ

てみてください。きっと今の努力を続けることができると思います。

 

 明日から冬休みです 
〇冬休み中、インフルエンザや新型コロナウィルスへの感染等がありましたらＨ＆Ｓにて学校へ連絡をお願いします。 

緊急の場合などは、学校の方に電話連絡をお願いします。（１２月２９日（金）～１月３日（水）までは学校が閉庁日とな

り、電話の対応ができません。） 

○３学期は、１月９日（火）から始まります。休み中、健康・安全面には十分に留意し、元気に新年、三学 

  期をスタートしましょう。    

みなさま、よいお年をお迎えください。 



１１月中旬に生徒会選挙が行われ、これから戸上中生徒会を背負う新三役が決定しました。その三役が中心になっ

て、新生徒会を組閣し、先週の生徒総会で全校に発表されました。３学期からは、新正副委員長たちが委員会を運営し

てくれます。先輩方が築き上げてきた戸上中の伝統をさらに発展させてくれることを期待しています。 
 

新生徒会三役 

会長 （中央） 

緑川 善太さん 

男子副会長（左側） 

澤村 保彦さん 

女子副会長（右側） 

 南沢 瑠菜さん 

   令和６年度生徒会役員のみなさん 

戸倉上山田中学校では、この時期に

「お弁当の日」を設けています。これ

は、将来、家から離れて1人で生活をす

るようになった時に自分の健康をしっ

かりと守れる食生活ができるようにと

の願いを込めて始まったものです。 

各教室を覗いてみると、机を並べて

班ごとに食べていたり、机を端に寄せ

て全員で大きな輪を作っていたりと楽

しく食べている様子でした。 

１年生は初めてのお弁当の日はいか

がだったでしょうか？自分でお弁当を

作ってみましたか？ 

３年生は来年になると、ほとんどの人

は毎日お弁当になります。このお弁当

の日での経験をもとに、毎日、感謝をし

てお弁当をいただきたいですね。 

コロナ禍で生まれた差別や偏見を耳にした

愛媛の有志がつくった「シトラスリボンプロジェ

クト」に千曲市も賛同しています。 

戸倉上山田中学校では、後期の人権学習で

命の大切さや思いやりをもって人に寄り添うこ

との大切さを学んだ生徒たちが、人権学習の

まとめとして、気持ちを揃えながらシトラスリボ

ンの製作をしています。 

  縦割りのグループになり、生徒会役員の指

導のもとシトラスリボンを製作しました。なかな

かうまく製作する事ができない１年生に３年生

が優しく指導してくれる場面もあり、どのグルー

プも優しさあふれる雰囲気で製作することがで

きました。 

 製作したシトラスリボンは生徒に配るととも

に、福祉施設にも贈る予定です。 


